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第37号

主のご復活 おめでとうございます
２
０
２
２
年
３
月
19
日(

土)

10
時
30
分
よ

り
カ
ト
リ
ッ
ク
仙
台
司
教
区
セ
ン
タ
ー
元
寺

小
路
教
会
大
聖
堂
に
お
い
て
菊
地
功
東
京
大

司
教
の
司
式
に
よ
り
司
教
叙
階
式
が
執
り
行

わ
れ
た
。
当
日
は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
よ
り

会
場
は
１
５
０
人
以
内
に
限
定
さ
れ
た
状
態

で
の
叙
階
式
で
あ
っ
た
。

当
日
は
エ
ド
ガ
ル
・
ガ
ク
タ
ン
司
教
が
直

前
ま
で
主
任
司
祭
を
務
め
て
い
た
松
原
教
会

（
東
京
教
区
）
、
東
日
本
大
震
災
後
に
主
任

を
勤
め
て
い
た
大
船
渡
教
会
（
仙
台
教
区
）

の
信
徒
の
皆
さ
ん
、
ま
た
仙
台
教
区
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
の
皆
さ
ん
な
ど
が
駆
け
付
け
た
。

同
僚
の
淳
心
会
の
司
祭
の
中
に
は
駆
け
つ
け

ら
れ
な
か
っ
た
人
も
多
か
っ
た
が
、
仙
台
教

区
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
同
時
配
信
を
行
っ
た

た
め
、
４
０
０
名
以
上
の
方
々
と
共
に
映
像

で
喜
び
を
共
に
し
た
。

直
前
に
は
東
北
で
大
き
な
地
震
も
あ
り
、

不
安
な
中
で
の
叙
階
式
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

震
災
復
興
時
の
緊
張
感
の
中
体
験
し
た
自
身

の
思
い
か
ら
、
「
一
人
で
『
復
興
』
で
き
る

人
は
ど
こ
に
も
い
ま
せ
ん
」
と
語
り
、
支
え

あ
う
あ
り
方
を
司
教
の
モ
ッ
ト
ー
「
心
も
思

い
も
一
つ
に
」
と
い
う
言
葉
で
強
調
さ
れ
、

前
任
の
平
賀
徹
夫
名
誉
司
教
が
復
興
に
向
け

た
仙
台
教
区
基
本
計
画
の
中
で
表
さ
れ
た

「
新
し
い
創
造
」
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
、

人
々
へ
希
望
と
励
ま
し
の
挨
拶
を
語
ら
れ
た
。

喜
び
の
春

仙
台
・
長
崎
・
大
分
に
新
し
い
風

２
０
２
２
年
２
月
23
日(
水)

10
時
30
分
よ

り
カ
ト
リ
ッ
ク
浦
上
司
教
座
聖
堂
で
、
ペ
ト

ロ
中
村
倫
明
大
司
教
の
着
座
式
ミ
サ
が
行
わ

れ
約
３
０
０
人
が
集
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

中
村
大
司
教
が
第
10
代
長
崎
大
司
教(

教
区

長)

に
就
任
し
た
。

中
村
大
司
教
は
大
司
教
と
な
っ
て
初
め
て

の
説
教
の
中
で
、
今
回
の
大
司
教
着
座
式
に

用
意
さ
れ
た
バ
ク
ル
ス
に
触
れ
、
好
き
な
河

野
進
「
説
教
」
と
い
う
詩
の
「
わ
た
し
の
よ

ろ
こ
び
は
や
っ
ぱ
り
手
の
説
教
」
と
い
う
一

文
を
引
用
し
、
「
私
も
手
が
好
き
で
す
。
そ

し
て
、
今
回
の
バ
ク
ル
ス
に
こ
そ
、
手
を
あ

し
ら
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
」
イ
エ
ス
が
神

の
手
と
な
っ
て
人
々
に
福
音
宣
教
さ
れ
、
そ

の
手
を
通
し
て
多
く
の
わ
ざ
を
表
さ
れ
、
最

後
は
そ
の
手
を
十
字
架
に
つ
け
、
そ
し
て
復

活
し
て
そ
の
手
で
祝
福
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
に
な
ら
い
、
「
わ
た
し
も
、
わ
た
し

に
与
え
て
も
ら
っ
て
い
る
手
を
使
っ
て
、
イ

エ
ス
さ
ま
の
よ
う
に
、
そ
し
て
イ
エ
ス
さ
ま

と
と
も
に
、
人
々
に
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
」
と
語
ら
れ
た
。(

カ
ト
リ
ッ

ク
長
崎
大
司
教
区
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
報
１
１

０
３
号
」
よ
り)

【
中
村
倫
明
大
司
教
略
歴
】
１
９
６
２
年
３

月
21
日
長
崎
県
西
海
市
大
島
町
生
ま
れ
。
１

９
８
８
年
３
月
19
日
に
司
祭
に
叙
階
さ
れ
、

ロ
ー
マ
留
学
、
小
神
学
校
や
大
神
学
校
で
の

養
成
者
な
ど
を
経
て
、
２
０
１
９
年
５
月
31

日
長
崎
大
司
教
区
補
佐
司
教
。
９
月
16
日
司

教
叙
階
。
２
０
２
１
年
12
月
28
日
長
崎
大
司

教
に
任
命
。

教皇フランシスコは、４月５日（火）
19時（ローマ時間正午）、スルピス
森山信三師(福岡教区司祭、カトリッ
ク中央協議会事務局長)を大分教区の
司教として任命し発表されました。

【森山信三師略歴】
1959年1月17日
福岡市生まれ
1988年3月
司祭叙階(福岡教区)
福岡教区内の小教区
主任司祭、幼稚園園長を歴任
2020年4月 カトリック中央協議会出
向 2021年4月 カトリック中央協議
会事務局長 2022年4月5日 大分教
区司教に任命される

大分教区被選司教に森山信三師
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◆２０２２年４月１日付 司祭人事◆

●札幌地区
○岩見沢・北一条・新田・真駒内教会
主任司祭 松村 繁彦 師

（岩見沢・北一条・新田 主任）
○月寒・山鼻教会
主任司祭 後藤 義信 師（月寒 主任）
協力司祭 森田 健児 師（札幌地区 協力）

○小樽・倶知安・手稲・円山教会
主任司祭 佐藤 謙一 師

（小樽・倶知安・手稲 主任）
協力司祭 新海 雅典 師（札幌地区 協力）

〇江別・大麻・小野幌教会
協力司祭 ケネス・スレイマン 師

（札幌地区 協力）
●苫小牧地区
○登別・東室蘭教会
主任司祭 ライヤ・フランシス 師

（伊達・登別・東室蘭・室蘭 主任）
○伊達・室蘭教会
主任司祭 蓑島 克哉 師

（伊達・登別・東室蘭・室蘭 助任）

●旭川地区
○旭川五条・旭川六条・大町・神居・富良野教会
主任司祭 長尾 俊宏 師

（旭川五条・旭川六条・大町・神居 主任）

●釧路地区
○池田・帯広・柏林台・本別教会
主任司祭 リッタースハウス・フィリップ 師

（八雲・湯川 主任）
協力司祭 オール・フランソワ 師

（池田・帯広・柏林台・本別 主任）
●函館地区
○江差・宮前町・元町・八雲・湯川教会
主任司祭 祐川 郁生 師

（江差・宮前町・元町 主任）

●その他
〇サバティカル
加藤 鐵男 師（真駒内・円山・山鼻 主任）

○旭川フランシスコ修道院
ヒラリオ・シュミット 師（富良野 主任）

○教区本部事務局
桶田 達也 師（江別・大麻・小野幌 助任）

◆２０２２年２月１日付司祭人事◆

○療養 近藤 光彦 師（真駒内・円山・山鼻 協力）

ヨ
ゼ
フ
久
野
勉
神
父
様
は
、
が
ん
転
移

か
ら
く
る
腰
痛
に
よ
り
入
院
中
だ
っ
た
が
、

２
０
２
２
年
２
月
６
日
に
神
様
の
み
も
と

に
召
さ
れ
た
。
享
年
92
歳
。

長
き
に
渡
り
札
幌
地
区
内
の
小
教
区
及

び
学
校
教
育
、
と
り
わ
け
幼
稚
園
園
長
も

歴
任
さ
れ
、
教
区
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

２
月
７
日
８
日
は
一
般
信
徒
の
弔
問
を

受
け
、
葬
儀
は
カ
ト
リ
ッ
ク
北
一
条
教
会

に
て
２
月
８
日
９
日
に
司
祭
団
と
近
親
者

に
て
執
り
行
わ
れ
た
。

な
お
、
ご
遺
骨
は
納
骨
式(

９
月
25
日

を
予
定)

ま
で
札
幌
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
地
下
納
骨
堂
・
ク
リ
プ
ト
札
幌
に

安
置
さ
れ
て
お
り
、
自
由
に
墓
参
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

【久野神父様略歴】
1929年 4月 2日 北海道広島郡に生まれ

同日受洗
1955年12月21日 北一条教会で司祭叙階
1956年 3月31日 山鼻教会助任
1956年 9月 1日 円山教会助任
1958年 3月31日 北一条教会助任
1961年 3月31日 新田教会主任
1965年 4月 1日 住ノ江教会主任
1973年 4月 1日 光星高校専任教諭
1981年 4月 1月 岩見沢教会主任

岩見沢天使幼稚園園長
1989年 4月 1日 北一条教会主任

聖園幼稚園園長
1993年 4月 1日

花川マリア幼稚園園長兼任
1999年 4月 1日 倶知安教会主任

倶知安藤幼稚園園長
2008年 4月 1日 花川・手稲主任代行、

倶知安藤幼稚園園長
2008年11月 1日 花川・手稲教会協力
2022年 1月17日 手稲渓仁会病院に入院
2022年 2月 6日 帰天 享年92歳

訃
報

札幌市白石区本通墓地内に
司祭・修道者・信徒ならび
にその家族を対象とした共
同墓(合葬)があります。

■お問い合わせ・納骨申込受付は…
札幌教区本部事務局（札幌教区カトリックセンター2F）

平日 9:00～17:00 電話:011-241-2785

札幌市白石区平和通10丁目北5-1
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▼
１
．
２
０
２
２
年
１
月
号
①
回
目
の
記
事
で
書
い
た
こ
と
は
、

「
ミ
サ
式
次
第
日
本
語
版
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
時
代
の

変
化
と
共
に
変
化
す
る
言
葉
の
意
味
合
い
に
合
わ
せ
、
主
イ
エ

ス
の
言
葉
が
そ
の
時
代
の
人
々
に
伝
わ
り
や
す
く
な
る
た
め
に
」
、

と
書
か
せ
て
頂
き
、
ま
た
主
な
変
更
の
指
針
に
つ
い
て
触
れ
ま

し
た
。
直
接
的
に
は
、
世
界
諸
民
族
の
秘
跡
と
な
る
こ
と
を
願

う
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会(

昔
は
公
教
会
と
呼
ん
で
い
た
：
み
ん
な
の

家…

の
意
味
か)

共
通
の
典
礼
規
範
版
（
第
３
版
２
０
０
２
年
３

月
発
行
）
に
沿
っ
て
の
忠
実
な
訳
な
ど
の
指
針
に
よ
り
ま
す
。

日
本
で
の
20
年
近
い
作
業
の
末
、
教
皇
庁
典
礼
秘
跡
省
か
ら
承

認
を
受
け
た
の
は
２
０
２
１
年
５
月
23
日
の
こ
と
で
、
「
ミ
サ

典
礼
書
」
す
べ
て
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
で
し
た
。

▼
２
．
今
、
２
０
２
１
年
10
月
出
版
の
え
ん
じ
色
の
テ
キ
ス
ト

を
取
り
寄
せ
て
準
備
始
め
て
い
る
所
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
ず
、
こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
に
注
目
す
る
と
、
「
新
し
い
『
ミ

サ
の
式
次
第
と
第
一
～
第
四
奉
献
文
』
の
変
更
箇
所

２
０
２

２
年
11
月
27
日
（
待
降
節
第
一
主
日
）
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
」

と
あ
り
、
今
回
の
変
更
が
、
四
つ
の
奉
献
文
の
み
で
あ
る
こ
と

（
閉
祭
と
水
の
祝
福
の
祈
り
も
一
部
も
承
認
）
で
す
。
祭
壇
で

使
う
厚
く
赤
い
本
「
ミ
サ
典
礼
書
」
の
半
分
を
占
め
、
ミ
サ
ご

と
に
選
択
す
る
“
公
式
祈
願
”
集
も
、
ま
た
他
の
奉
献
文
な
ど

も
、
ミ
サ
の
真
ん
中
あ
た
り
で
唱
え
る
「
叙
唱
」
（
心
を
込
め

て
神
を
仰
ぎ…

か
ら
聖
な
る
か
な…
ま
で
の
荘
厳
な
祈
り
）
も

多
く
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
長
い
年
数
を
か
け
て
完
成

さ
れ
て
い
く
も
の
で
し
ょ
う
。

▼
３
．
な
の
で
、
今
後
し
ば
ら
く
旧
版
と
新
版
の
両
方
の
祈
り

を
併
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
公
式
祈
願
や
叙
唱
の
他
、
ミ

サ
歌
唱
の
た
め
の
曲
作
り
、
葬
儀
、
集
会
祭
儀
な
ど
の
儀
式
書

の
変
更
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
併
用
の
煩
雑
さ
や
馴
染
ん
だ
も
の

の
変
化
に
戸
惑
い
ま
す
が
、
生
き
て
い
る
の
だ
か
ら
絶
え
ず
成

長
し
変
化
す
る
も
の
、
と
弁
え
て
い
け
た
ら
よ
い
な
と
思
い
ま

す
。

▼
４
．
お
知
ら
せ…

え
ん
じ
色
の
「
新
し
い
ミ
サ
の…

箇
所
」

の
本
は
、
２
６
０
円
と
安
い
？
で
す
が
、
こ
れ
は
変
更
の
説
明

が
よ
く
書
か
れ
て
い
て
、
準
備
学
習
に
適
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
ミ
サ
中
に
は
使
い
づ
ら
い
か
も
、
で
す
。
会
衆
用
に
は
、
ま

も
な
く
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
出
版
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

例
え
ば
オ
リ
エ
ン
ス
が
６
月
発
行
を
目
指
し
て
い
る
と
聞
く
の

で
、
購
入
は
様
子
を
見
て
か
ら
で
も
遅
く
な
い
で
し
ょ
う
。

▼
５
．
こ
の
え
ん
じ
の
本
は
、
儀
式
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

祭
壇
な
ど
で
使
う
字
の
大
き
な
公
的
な
儀
式
書
は
、
実
施
二
月

前
頃
、
つ
ま
り
９
月
下
旬
頃
に
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
よ
り

発
刊
予
定
で
す
。

▼
６
．
こ
の
教
区
ニ
ュ
ー
ス
紙
面
で
は
、
私
の
力
量
不
足
も
あ

り
、
な
か
な
か
具
体
的
変
更
点
を
解
説
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
連
載
の
「
新
し
い
ミ
サ
の
式
次
第
の
実
施
に

向
け
て
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。
コ
ピ
ー
し
た
り
、
解
説
し
て
頂

い
た
り
と
役
立
ち
ま
す
。
２
０
２
１
年
11
月
28
日
第
４
６
０
１

号
か
ら
す
で
に
６
回
掲
載
。

（
次
号
へ
続
く
）

新
た
な
典
礼
へ
の
旅

②

２
０
２
２
年
待
降
節
か
ら
ミ
サ
式
次
第
と
奉
献
文
（
ミ
サ
の
中
心
的
祈
り
）
が
変

わ
り
ま
す
。
こ
の
“
改
訂
”
に
つ
い
て
４
回
に
渡
っ
て
要
点
を
お
伝
え
し
ま
す
。

教
区
典
礼
委
員
会

委
員
長

上
杉
昌
弘
神
父

２
０
２
２
年
３
月
21
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク

北
一
条
教
会
司
教
座
聖
堂
に
お
い
て
、
ペ

ト
ロ
・
千
葉
充
神
学
生
の
祭
壇
奉
仕
者
選

任
式
が
勝
谷
司
教
の
司
式
で
行
わ
れ
た
。

勝
谷
司
教
は
冒
頭
に
、
「
祭
壇
奉
仕
者

が
仕
え
る
こ
の
祭
壇
は
、
社
会
や
家
庭
の

中
で
多
く
の
困
難
を
抱
え
、
小
さ
く
さ
れ

て
い
る
方
た
ち
に
繋
が
る
愛
の
食
卓
で
あ

る
の
だ
か
ら
、
祭
壇
で
奉
仕
す
る
際
は
、

と
く
に
弱
者
や
病
者
に
誠
実
な
愛
を
示
す

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
千
葉
神
学
生
に

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

祭
壇
奉
仕
者
に
選
任
さ
れ
た
千
葉
神
学

生
は
、
参
列
者
と
司
祭
団
に
向
か
っ
て
感

謝
の
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
「
引
き
続

き
主
に
信
頼
し
こ
の
道
を
誠
実
に
歩
み
続

け
ま
す
」
と
固
い
決
意
を
表
明
し
た
。

（
蓑
島
克
哉
）

祭
壇
奉
仕
者
選
任
式

ペ
ト
ロ
・
千
葉
充
神
学
生

勝谷司教よりカリスを授かる千葉神学生

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
呼
び
か
け
を
受

け
、
３
月
25
日
午
後
６
時
半
、
カ
ト
リ
ッ

ク
北
一
条
教
会
に
お
い
て
勝
谷
太
治
司
教

司
式
に
よ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
を

聖
母
マ
リ
ア
の
汚
れ
な
き
み
心
に
奉
献
す

る
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ
た
。

平
日
の
夜
で
あ
っ
た
が
、
60
人
ほ
ど
が

参
加
、
多
く
の
犠
牲
者
と
戦
火
に
苦
し
む

人
々
の
た
め
、
そ
し
て
一
日
も
早
い
収
束

を
願
い
、
心
を
合
わ
せ
祈
り
を
捧
げ
た
。

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

教
皇
様
と
心
を
あ
わ
せ
平
和
を
願
う

説教台にはロシアとウクライナの
国旗が掲げられた

▷郵便振替：00170-5-95979
▷加入者名：宗教法人カトリック
中央協議会 カリタスジャパン
▷記入欄には「ウクライナ危機支援」
と明記のこと

カリタスジャパンでは
「ウクライナ危機人道支援」
緊急募金を受付しています
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教会現勢報告にご協力いただきましてありがとうございました。

2021年1月1日～12月31日
2021年 カトリック札幌司教区教勢報告書

教会名

信 徒 数 異 動

男 女 合 計
転
入

転
出

幼
児
洗
礼

成
人
洗
礼

死
者

求
道
者

1 岩見沢 111 147 258 2 2 0 0 7 2

2 恵庭 49 56 105 1 0 3 0 1 1

3 江別 50 74 124 0 8 0 1 3 1

4 大麻 93 140 233 7 2 0 2 2 1

5 北一条 293 493 786 19 4 5 9 10 13

6 北十一条 670 1,157 1,827 8 21 3 9 28 3

7 北二十六条 267 418 685 7 4 3 3 9 2

8 北広島 186 289 475 5 2 1 5 11 2

9 倶知安 29 49 78 6 1 0 0 0 0

10 小野幌 184 301 485 1 10 2 7 4 2

11 新田 55 81 136 0 2 0 0 1 0

12 小樽 76 228 304 0 1 0 2 8 0

富岡聖堂

13 千歳 60 119 179 1 1 1 0 0 1

14 月寒 239 398 637 10 3 5 6 17 4

15 手稲 172 267 439 0 2 0 1 5 1

16 花川 72 116 188 1 2 0 4 1 2

17 真駒内 213 352 565 6 2 0 6 10 0

18 円山 358 623 981 7 8 0 12 15 7

19 山鼻 300 460 760 9 6 1 4 11 1

札幌地区計 3,477 5,768 9,245 90 81 24 71 141 43

教区総面積 78,421 ㎢ （北海道地勢2014年8月14日現在）
教区総人口 5,148,383 人 （住民基本台帳202年12月31日現在）

※（ ）は前年値
在籍信徒数 15,293 人 （ 15,551 人 ）
教役者合計 312 人 （ 317 人 ）
信者総数 15,605 人 （ 15,868 人 ）
求道者数 96 人 （ 110 人 ）
洗礼者数 115 人 （ 92 人 ）
初聖体 58 人 （ 52 人 ）
堅信 57 人 （ 62 人 ）

居所不明 1,512 人 （ 1,390 人 ）
死者 237 人 （ 225 人 ）

婚姻件数 16 人 （ 12 人 ）
信徒同士 2 人 （ 2 人 ）
信徒と他キリスト教 0 人 （ 0 人 ）
信徒と非キリスト教 9 人 （ 9 人 ）
他宗教同士 5 人 （ 1 人 ）
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教会名

信 徒 数 異 動

男 女 合 計
転
入

転
出

幼
児
洗
礼

成
人
洗
礼

死
者

求
道
者

20 江差 2 8 10 0 5 0 0 0 0

21 当別 62 73 135 0 0 0 2 10 0

22 宮前町 254 406 660 2 2 0 1 4 1

23 元町 83 157 240 2 0 1 2 2 2

24 八雲 24 50 74 0 0 0 0 0 0

25 湯川 208 349 557 0 0 0 0 9 0

函館地区計 633 1,043 1,676 4 7 1 5 25 3

26 網走 27 28 55 1 0 0 0 1 3

27 遠軽 13 16 29 0 0 0 1 2 1

28 北見 89 174 263 1 1 0 1 0 7

美幌(巡回)

29 紋別 6 6 12 0 0 0 0 0 3

北見地区計 135 224 359 2 1 0 2 3 14

30 旭川五条 107 173 280 7 4 0 1 10 0

31 旭川六条 99 159 258 5 3 0 1 3 3

32 枝幸 9 7 16 0 0 0 0 0 0

33 大町 57 124 181 0 3 0 0 2 0

34 神居 39 63 102 0 0 0 0 5 0

35 士別 19 25 44 0 0 0 0 1 0

36 砂川 21 45 66 0 0 0 1 0 8

37 滝川 46 70 116 0 1 1 1 0 5

38 名寄 28 57 85 1 1 0 1 3 0

39 羽幌 10 17 27 0 0 0 0 0 0

40 美唄 17 45 62 0 0 0 0 2 8

41 富良野 25 47 72 0 1 0 0 2 3

42 留萌 57 97 154 1 2 0 0 1 0

43 稚内 41 43 84 0 0 0 0 1 0

旭川地区計 575 972 1,547 14 15 1 5 30 27

44 池田 19 34 53 0 0 0 0 0 0
45 帯広 156 231 387 1 2 0 0 2 0
46 釧路 232 355 587 2 4 0 2 12 1

新川集会所
厚岸(巡回)

47 中標津 57 101 158 0 2 1 0 1 0
48 根室 6 21 27 0 0 0 2 2 0
49 柏林台 80 123 203 2 0 0 0 2 0
50 本別 9 14 23 0 1 0 0 1 1

釧路地区計 559 879 1,438 5 9 1 4 20 2

51 苫小牧 189 304 493 5 1 0 0 6 0
52 静内 18 18 36 0 4 0 0 1 1
53 伊達 61 113 174 22 0 0 0 1 5
54 登別 33 39 72 0 0 0 0 1 0
55 東室蘭 40 91 131 0 4 1 0 4 0
56 室蘭 42 80 122 0 0 0 0 3 1

苫小牧地区計 383 645 1,028 27 9 1 0 16 7

合 計 5,762 9,531 15,293 142 122 28 87 237 96
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こ
こ
に
何
か
を
書
く
よ
う
に
、
と
言

わ
れ
た
の
は
半
月
程
前
の
こ
と
で
し
た

が
、
そ
の
時
は
昨
年
七
月
二
十
日
に
亡

く
な
っ
た
渡
辺
義
行
神
父
さ
ん
の
こ
と

で
も
ち
ょ
っ
と
書
か
せ
て
も
ら
お
う
か

と
、
編
集
の
方
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
社
会
情
勢
の
中
で
行
き
来
も
で
き

ず
、
し
ば
ら
く
は
会
う
こ
と
も
な
く
、

伝
言
の
よ
う
な
も
の
で
連
絡
し

合
う
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

先
立
た
れ
て
心
残
り
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
渡
辺
神
父
さ
ん
が

送
っ
て
く
れ
た
釧
路
の
地
方
紙

に
書
い
た
も
の
な
ど
探
し
出
し

て
、
思
い
出
す
こ
と
な
ど
書
い

て
み
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
彼
は
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ

自
分
の
失
敗
談
な
ど
語
り
つ
つ
、

き
び
し
い
教
訓
を
や
さ
し
い
言

葉
で
伝
え
て
く
れ
る
人
で
し
た
。

そ
う
い
う
思
い
出
を
思
い
出
し
て
い
こ

う
と
日
々
心
掛
け
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
日
々
の
朝
に
、
毎
朝
の
日
課

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
書
き
込
み
を
み
て
い
ま
し
た
。
二

月
六
日
の
こ
と
で
し
た
が
、
信
徒
の
方

か
ら
の
も
の
で
、
「
今
日
は
中
江
神
父

様
の
ご
命
日
で
す
」
と
あ
り
、
中
江
神

父
様
の
や
さ
し
さ
、
物
静
か
な
様
子
と
、

弱
っ
た
体
力
を
乗
り
越
え
よ
う
と
努
力

の
限
り
を
尽
く
す
姿
が
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
う
か
、
今
日
は
中
江
神
父
さ

ん
の
命
日
だ
っ
た
か
と
教
え
ら
れ
、
説

教
壇
で
極
限
の
声
で
語
っ
て
拍
手
を
誘

い
、
椅
子
に
腰
か
け
な
が
ら
、
洗
礼
志

願
の
方
や
幼
児
た
ち
に
丁
寧
な
祝
福
を

授
け
て
い
た
姿
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
時
、

司
教
館
か
ら
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
届
き
久
野

神
父
さ
ん
の
訃
報
で
し
た
。
一
月
二
十

四
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
定
例
会
議
後
、

勝
谷
司
教
様
と
事
務
局
長
が
久
野
神
父

さ
ん
の
入
院
先
に
急
行
と
聞
い
て
い
ま

し
た
。
も
し
や
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
い
つ
も
お
元
気
な
姿
が
印
象
深
か
っ

た
の
で
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。

久
野
神
父
さ
ん
は
昭
和
四
年
生
ま
れ
、

戦
前
に
あ
っ
た
小
神
学
校
最
後
の
入
学

者
で
し
た
。
写
真
に
残
る
北
十
一
条
東

二
丁
目
東
側
の
小
神
学
校
と
北
東
角
に

あ
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
院
は
共
に

金
属
板
で
覆
わ
れ
た
両
方
と
も
似
た
よ

う
な
建
物
で
し
た
。
久
野
神
父
さ
ん
は

そ
の
小
神
学
校
の
最
後
の
入
学
者
で
し

た
。
久
野
神
父
さ
ん
は
司
祭
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
祝
の
記
念
を
二
〇
一
六
年
二
月
十

一
日
に
パ
リ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
会
ロ
ー
神

父
さ
ん
と
一
緒
に
お
祝
い
さ
れ
ま
し

た
。
久
野
神
父
さ
ん
は
そ
の
年
四
月

に
、
歴
任
さ
れ
た
各
教
会
の
教
会
報

巻
頭
に
書
か
れ
た
自
筆
の
文
集
を
発

行
し
私
た
ち
に
遺
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
大
変
貴
重
な
も
の
と
感
謝
の

心
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
小
学
校
終
了

と
同
時
に
小
神
学
校
に
入
り
、
そ
の

閉
校
と
共
に
光
星
学
園
の
修
道
院
に

托
さ
れ
て
、
司
祭
志
願
者
小
神
学
生

と
し
て
歩
み
続
け
ら
れ
ま
す
。
あ
の

戦
争
が
激
し
く
な
り
少
年
た
ち
は
こ
ぞ
っ

て
飛
行
兵
に
な
り
た
い
、
潜
水
船
乗
り

に
な
り
た
い
、
と
語
り
合
っ
て
い
る
時

に
、
司
祭
へ
の
道
を
歩
み
続
け
ら
れ
た

信
念
は
驚
く
ば
か
り
で
す
。
家
庭
、
教

会
の
導
き
や
働
き
の
偉
大
さ
を
も
感
じ

ま
す
。
去
る
友
を
見
送
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
主
に
向
か
い
主
に
の
み
仕
え
、

祈
る
な
ら
ば
支
え
が
与
え
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
（
サ
ム
エ
ル
Ⅰ
七
）

神父さんの
つれづれ記

カトリック北広島教会 協力司祭

久保寺 緑郎

月
例
会
で
元
カ
リ
タ
ス
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
以
後
セ
ン
タ
ー
）
職
員
で
あ
る
梅
原
公
子
さ

ん
、
岡
田
惟
央
さ
ん
に
よ
る
研
修
講
話
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
セ
ン
タ
ー
で
関
わ
っ
て

き
た
「
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
た
ち
」
と
の

関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
得
て
き
た
知

見
や
経
験
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
そ
の
よ
う
な

人
た
ち
に
対
し
、
司
祭
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
け
ば
よ
い
か
を
学
び
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
閉
所
に
伴
っ
て
作
成
さ
れ
た
２
つ

の
冊
子
「
困
り
ご
と
事
例
＆
福
祉
情
報
小
冊

子
」
と
「
生
活
支
援
ガ
イ
ド
」
の
使
い
方
の
説

明
、
さ
ら
に
実
際
に
扱
っ
た
事
例
な
ど
に
つ
い

て
の
紹
介
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
司
祭

ど
う
し
の
経
験
談
を
分
か
ち
合
う
時
間
も
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
多
く
の
教
会
で
、
困
っ
て
い
る

方
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
か
ら
の
、

電
話
が
来
て
い
る
事
例
が
分
か
ち
合
わ
れ
、
経

験
を
共
有
す
る
よ
い
時
間
と
な
り
、
講
師
を
務

め
た
岡
田
さ
ん
も
「
教
会
に
も
多
く
の
電
話
が

か
か
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。
」
と
感
想
を
述
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
佐
久
間
力
）

教
区
正
義
と
平
和
協
議
会
は
、
２
０
２
２
年

４
月
２
日
（
土
）
、
札
幌
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
上
智
大
学
国
際
教
養
学
部
・

中
野
晃
一
教
授
を
招
き
、
「
平
和
憲
法
を
守
る

た
め
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
」
と
題
し
て
講
演
会

を
行
っ
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
で
の

参
加
は
44
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
参
加
は
道
内
外
か
ら
38
名
と
な
り
、
久
し
ぶ

り
に
実
施
さ
れ
た
対
面
で
の
講
演
会
に
、
参
加

者
は
「
集
う
こ
と
」
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

講
演
で
中
野
教
授
は
、
昨
秋
の
衆
院
選
の
結

果
、
ま
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
受
け

て
軍
備
の
必
要
を
唱
え
る
声
が
大
き
く
な
っ
て

き
た
今
、
平
和
憲
法
は
い
よ
い
よ
危

な
い
局
面
で
あ
る
と
話
さ
れ
、
さ
ら

に
、
投
票
率
の
低
さ
、
マ
ス
コ
ミ
の

偏
向
、
あ
ま
り
に
も
男
性
中
心
で
あ

る
こ
と
、
経
済
の
暗
い
見
通
し
な
ど
、

悪
い
所
を
正
面
か
ら
捉
え
る
必
要
を

説
か
れ
た
。

中
野
教
授
の
講

演
会
は
、
２
０
１

５
年
、
２
０
１
８

年
に
続
い
て
３
回

目
。
私
た
ち
カ
ト

リ
ッ
ク
の
後
ろ
盾

と
し
て
の
心
強
さ

を
感
じ
て
い
る
。

求
め
る
平
和
を
実

現
す
る
た
め
に
、

自
信
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
う
。
（
札
幌
教
区
正
義
と
平

和
協
議
会
副
代
表
・
佐
藤
裕
子
）

一
月
司
祭
月
例
会
報
告

カ
リ
タ
ス
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

閉
所
に
伴
う
研
修

「去りし友たち」

教
区
正
義
と
平
和
協
議
会

久
し
ぶ
り
の
対
面
講
演
会

政治を理解するための中野教授のYouTube「プログレッシブ！チャンネル」
https://www.youtube.com/channel/UC583xtn_Q2O2htmDBlHHXKQ
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北
海
道
で
技
能
実
習
生
の
存
在
が
話

題
に
な
り
始
め
た
２
０
１
５
年
夏
、
非

正
規
労
働
者
の
支
援
活
動
に
携
わ
る
友

人
か
ら
「
非
正
規
労
働
の
現
場
と
技
能

実
習
生
の
現
場
が
似
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
の
で
、
勉
強
し
た
い
」
と
い
う

話
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
点
で
札
幌
に
も

在
住
外
国
人
を
対
象
と
し
た
支
援
は
あ

り
、
法
律
、
医
療
、
言
葉
、
在
留
資
格
、

子
ど
も
等
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
活
動
し

て
い
た
し
、
な
ん
ら
か

の
接
点
も
あ
っ
た
。
し

か
し
、
「
技
能
実
習
生
」

に
特
化
し
た
も
の
は
そ

れ
ま
で

な
か
っ

た
の
で
、

ま
ず
は

技
能
実

習
生
問

題
に
関

わ
っ
て

い
る
弁

護
士
で

私
の
元

上
司
が
い
る
法
律
事
務
所
を
拠
点
に
集

ま
り
始
め
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
農
業
や

経
済
に
関
係
す
る
大
学
研
究
者
、
議
会

で
技
能
実
習
生
問
題
を
取
り
上
げ
る
議

員
、
指
紋
押
捺
問
題
時
か
ら
外
国
人
の

課
題
に
関
わ
っ
て
い
る
教
会
関
係
者
、

労
働
組
合
、
マ
ス
コ
ミ
で
働
く
人
々
な

ど
。
２
ヶ
月
に
一
回
程
度
の
割
合
で
集

ま
り
、
お
互
い
の
領
域
に
関
し
て
学
ん

だ
り
、
情
報
共
有
を
続
け
た
り
し
な
が

ら
、
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

て
い
っ
た
。

そ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
の
働
き
か
け

に
よ
っ
て
、
北
海
道
新
聞
社
か
ら
北
海

道
の
技
能
実
習
生
に
関
す
る
本
を
出
版

し
た
。
『
お
隣
は
外
国
人

北
海
道
で

働
く
、
暮
ら
す

「
よ
そ
者
」
か
ら

「
共
生
」
へ
ー
18
人
が
論
じ
る
技
能
実

習
生
の
い
ま
』
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
の
現
場
か
ら

感
じ
た
こ
と
を
書

い
た
の
だ
が
、
ま

と
ま
っ
た
も
の
が

で
き
た

と
思
っ

て
い
る
。

悲
惨
な

技
能
実

習
生
の

現
場
を

書
い
た

本
は
よ

く
あ
る
。

し
か
し
、

私
た
ち
が
目
指
し
た
の
は
、
困
っ
た
外

国
人
の
話
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
隣
で

生
き
て
い
る
人
々
の
話
で
あ
る
。
道
新

販
売
店
やA

m
azo
n

で
も
取
り
扱
っ
て

い
る
の
で
、
是
非
、
こ
の
本
を
通
し
て

北
海
道
で
生
活
し
て
い
る
彼
ら
を
知
っ

て
欲
し
い
。

（
札
幌
教
区
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
・

西

千
津
）

２
０
２
２
年
２
月
に
横
浜
教
区
に
て
開
催

予
定
だ
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（N
W
M

）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
集
ま
る
こ
と

が
困
難
な
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
が

続
い
て
い
ま
し
た
が
、
開
催
教
区
の
意
向
に

よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、N

W
M

と
併
せ
て
開
催
さ
れ
る
青

年
連
絡
協
議
会
は
、
各
教
区
の
青
年
代
表
者

や
青
少
年
の
担
当
司
祭
ら
が
、
教
区
の
垣
根

を
越
え
た
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
お
こ

な
う
場
で
、
今
回
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
のN

W

M

の
開
催
に
つ
い
て
や
、
外
国
籍
の
青
年
た

ち
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た

青
年
の
大
会
「Jap

an
Y
o
u
th
D
ay

」

（JY
D

）
が
、
つ
い
に
来
た
る
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
開
催
予
定
で
す
。
テ
ー
マ
は

「C
h
ristu

s
vivit!

そ
れ
で
も
私
は
キ
リ

ス
ト
と
生
き
る
」
。
日
程
は
３
日
間
あ
り
、

日
本
各
地
か
ら
青
年
が
集
ま
り
、
自
分
の
信

仰
に
つ
い
て
振
り
返
る
時
間
と
な
れ
ば
、
と

企
画
し
て
い
ま
す
。
開
催
地
は
横
浜
で
、
北

海
道
か
ら
は
遠
い
で
す
が
、
是
非
素
晴
ら
し

い
ひ
と
時
に
な
る
は
ず
で
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
青
年
の
皆
さ
ま
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

（
北
26
条
教
会
・
武
川
こ
む
ぎ
）

去
る
３
月
29
日
午
後
、
標
記
研
修
会
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
全
道

各
地
か
ら
、
４
月
に
カ
ト
リ
ッ
ク
園
で
勤
務
を

始
め
ら
れ
る
新
任
の
方
々
、
当
連
盟
主
催
の
新

任
研
修
を
未
受
講
の
方
々
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ

合
わ
せ
て
約
七
〇
名
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
集
い
ま

し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
勝
谷
司
教
様
の
ご
挨
拶
と
祈

り
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
サ
レ
ジ
オ
会
の
濱
崎

敦
神
父
、
カ
ト
リ
ッ
ク
園
で
の
経
験
豊
富
な
菅

野
由
理
園
長(

東
京/

晃
華
学
園
暁
星
幼
稚
園)

の
講
話
に
続
き
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の

時
間
が
設
け
ら
れ
、
最
後
は
全
体
会
で
終
了
し

ま
し
た
。

Z
o
o
m

を
介
し
て
で
す
が
、
膨
ら
む
期
待

と
程
良
い
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
研
修
で
し

た
。

(

品
田
典
子)

北
海
道
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
保
連
盟
主
催

２
０
２
１
年
度
新
任
研
修
会

新任職員に執務室からZOOMで
挨拶とエールを送る勝谷太治司教

青
年
活
動
報
告

全
国
カ
ト
リ
ッ
ク
青
年
大
会

～
二
年
越
し
の
開
催
に
向
け
て
～
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聖
ヴ
ィ
ア
ン
ネ
会
は
、
１
９
６
３
年
６
月

２
日
（
聖
霊
降
臨
）
、
富
澤
孝
彦
司
教
の
認

可
に
よ
っ
て
旭
川
市
に
創
立
さ
れ
た
奉
献
生

活
の
会
で
す
。
会
名
と
保
護
の
聖
人
は
ア
ル

ス
の
聖
ヴ
ィ
ア
ン
ネ
司
祭
に
よ
り
ま
す
。
現

在
の
会
員
数
は
６
名
、
会
長
は
石
井
経
子
。

【
本
会
の
目
的
】

キ
リ
ス
ト
の
愛
の
教
え
の
実
践
を
旨
と
す

る
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
と
し
て
、
特
に
小
教
区

付
属
幼
稚
園
の
た
め
に
献
身
的
に
働
き
、
神

の
国
の
発
展
の
た
め
に
自
分
の
生
活
を
捧
げ

る
こ
と
。
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
完
全
な
愛
は
、

祈
り
の
た
め
、
ま
た
会
の
仕
事
の
た
め
に
も

大
切
な
条
件
で
あ
り
ま
す
。

【
本
会
の
生
活
の
規
律
】

本
会
の
生
活
と
規
律
の
根
本
は
キ
リ
ス
ト

の
教
え
ら
れ
た
愛
の
掟
で
す
。
「
心
を
尽
く

し
、
霊
を
尽
く
し
、
精
神
を
尽
く
し
て
主
な

る
神
を
愛
せ
よ
。
こ
れ
が
第
一
の
最
大
の
掟

で
あ
る
。
第
二
の
も
こ
れ
と
似
て
い
る
。
隣

人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
せ
よ
」
。

【
会
員
の
守
る
べ
き
こ
と
】

・
キ
リ
ス
ト
の
神
秘
体
で
あ
る
教
会
を
愛

す
る
こ
と

・
自
分
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
行
う
こ
と

・
祈
り
を
愛
す
る
こ
と

・
清
貧
を
愛
す
る
こ
と

・
貞
潔
を
愛
す
る
こ
と

・
従
順
を
愛
す
る
こ
と

・
隣
人
を
愛
す
る
こ
と

【
本
会
の
活
動
】

幼
児
教
育
を
通
し
て
園
児
や
保
護
者
に
福

音
を
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
、
会
員
た
ち
が

北
海
道
内
の
複
数
の
園
に
奉
職
。
現
在
は
高

齢
化
の
た
め
、
わ
ず
か
に
学
校
法
人
聖
ヴ
ィ

ア
ン
ネ
学
園
旭
川
白
百
合
幼
稚
園
の
み
。
し

か
し
高
齢
化
後
も
小
教
区
の
お
手
伝
い

を
様
々
な
か
た
ち
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

常
に
聖
霊
に
導
か
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
の

神
秘
体
で
あ
る
教
会
を
愛
す
る
た
め
に
、
会

員
は
教
会
の
指
導
に
対
し
て
素
直
に
従
順
を

つ
く
し
、
大
き
な
信
頼
を
も
っ
て
教
皇
を
は

じ
め
、
教
区
の
司
教
の
こ
と
ば
に
従
い
、
す

べ
て
の
司
祭
を
キ
リ
ス
ト
の
た
め
に
尊
敬
し
、

彼
ら
の
た
め
に
熱
心
に
祈
り
、
多
く
の
司
祭

が
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
自
分
の
仕
事
を
捧
げ

ま
す
。

特
に
初
木
曜
日
の
仕
事
、
祈
り
、

犠
牲
な
ど
を
、
そ
の
意
向
に
し
た
が
っ
て
捧

げ
ま
す
。

年
度
初
め
は
あ
わ

た
だ
し
い
変
化
の
季

節
。
進
学
し
た
学
生

は
新
し
い
学
校
へ
、

新
社
会
人
は
社
会
へ
。

い
ろ
ん
な
こ
と
が
変

化
し
ま
す
。

し
か
し
基
本
人
間
は
変
化
す
る
こ

と
を
嫌
う
生
き
物
で
す
。
そ
れ
は
変

化
は
痛
み
を
伴
う
か
ら
で
す
。
例
え

ば
体
を
鍛
え
る
と
き
苦
し
い
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
乗
り
越
え
ま
す
が
、
そ
の

先
に
は
肉
体
の
発
展
が
あ
る
か
ら
こ

そ
で
あ
り
、
こ
の
苦
し
み
を
避
け
て

い
て
は
成
長
も
上
達
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
変
化
と
い
う
の
は
苦
痛

ば
か
り
を
も
た
ら
す
わ
け
で
も
な
く
、

大
き
な
喜
び
が
あ
る
か
ら
こ
そ
痛
み

を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
言

え
ま
す
。

ま
も
な
く
復
活
祭
。
イ
エ
ス
様
の

体
験
し
た
死
と
復
活
と
は
、
最
高
に

大
き
な
痛
み
を
伴
う
変
化
で
あ
っ
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
耐
え
難
い
苦

痛
の
先
に
は
永
遠
の
命
が
あ
る
こ
と

を
わ
た
し
た
ち
に
示
し
て
く
だ
さ
っ

た
イ
エ
ス
様
。
こ
れ
は
神
秘
的
な
変

化
で
す
。
こ
の
新
し
い
変
化
の
季
節

に
主
の
死
と
復
活
を
黙
想
し
な
が
ら
、

新
し
い
自
分
と
し
て
の
歩
み
を
進
め

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。（

佐
久
間
力
）

聖
ヴ
ィ
ア
ン
ネ
会
（
在
俗
会
）

心
を
尽
く
し
、
霊
を
尽
く
し
、
精
神
を
尽
く
し
て
主
な
る
神
を
愛
せ
よ

◆
聖
ヴ
ィ
ア
ン
ネ
会

病
気
療
養
の
と
こ
ろ
旭
川
厚
生
病
院
に
て

２
０
２
１
年
12
月
30
日
午
後
０
時
31
分
、
神

様
の
み
も
と
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
78
歳

【
略
歴
】

１
９
４
３
年
２
月
27
日

生
ま
れ

１
９
６
２
年
12
月
25
日

受
洗

１
９
６
５
年
３
月
25
日

入
会

◆
殉
教
者
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
の

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会

急
性
肺
炎
で
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
入
院
先

の
月
形
町
立
病
院
に
て
２
０
２
２
年
２
月
６

日
午
前
７
時
１
分
、
神
様
の
み
も
と
に
召
さ

れ
ま
し
た
。
享
年
98
歳

【
略
歴
】

１
９
２
３
年
９
月
20
日

生
ま
れ

１
９
４
３
年
４
月
24
日

受
洗

１
９
４
７
年
８
月
23
日

入
会

１
９
５
５
年
11
月
23
日

終
生
誓
願

２
０
０
９
年
１
月
23
日

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝

Sr.M.コンラーダ
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